
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
以前

25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

27,033,000 13,834,650 9,200,000 18,000,000 18,000,000 86,067,650

交付金額 25,195,000 13,730,000 9,000,000 17,000,000 17,000,000 81,925,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　市道カシヤ･原田線の地域住民より、本路線の側溝及び舗装が老朽化
しており安全走行に支障を来しているため改良要望があり、工事時期を
検討したところ、早急に改良を実施する必要があると判断し、改良工事
を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、築城飛行場周辺の安定的使用に寄与させるもので
ある。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（交通施設：カシヤ･原田線）整備事業

行橋市

福岡県行橋市東泉五丁目

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

測量設計委託業務　延長Ｌ＝1340.0ｍ（平成２３年度）
改良工事　延長Ｌ＝298.9ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝201.6ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５年度）

　平成23年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良が実施
されたことから、地域住民より「以前より走行性が改善された」との意
見が寄せられた。従って、これら交通施設の一部が改善されたことで、
地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

(単位:千円)
23年度
まで

24年度 25年度 26年度
予定

27年度
予定

計

円 円 円 円 円

30,665,000 11,311,150 9,907,400 6,000,000 6,000,000 63,883,550

交付金額 30,665,000 11,238,000 9,773,000 5,800,000 5,800,000 63,276,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　市道井無田・岩崎線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離
合が困難なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当市
において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要がある
と判断し、改良工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（交通施設：井無田・岩崎線）整備事業

行橋市

福岡県行橋市大字稲童

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　測量設計委託業務　延長Ｌ＝510.0ｍ（平成２０年度）
　用地買収・補償　　面積Ａ＝742.0㎡　N=6件（平成２１年度）
　改良工事　延長Ｌ＝300.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２２～２４年度）
  改良工事　延長Ｌ＝100.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５年度）
　

　平成２０年度から平成２７年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良が実施された
ことから、地域住民より「以前より車両の離合が容易になった」「幅員が広が
り、歩行者の安全性が確保された」との意見が寄せられた。従って、これら交
通施設の一部が改善されたことで、地域住民の生活環境の改善に一定の寄与す
ることができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

fk0225
テキストボックス
寄与すること


fk0225
テキストボックス
ができた。




補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度
26年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

16,220,900 5,384,000 21,604,900

交付金額 16,220,000 5,384,000 21,604,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　用地測量　一式、用地購入　６筆　A＝3,288.27㎡（平成２５年度）
　

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設 ： 稲童１号掩体壕史跡公
園用地購入）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字稲童

　地域住民より、史跡公園整備と管理の面から、文化財所在地（市指定
史跡・稲童１号掩体壕）を公有地化して欲しいとの要望があり、当市に
おいて検討したところ、史跡保存のために公有地化を実施する必要があ
ると判断し、当該事業に係る用地測量を実施したものである。
　用地測量を基に、調整交付金事業で用地購入・公有地化し末永く公園
管理を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を図るととも
に、築城飛行場周辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるものである。

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成25年度から平成26年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　用地購入事業が完了していないことから、具体的な成果及び評価はで
きないが、史跡公園に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度
26年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

3,150,000 3,444,000 11,074,000

交付金額 3,150,000 3,444,000 11,074,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 稲童中地
区水路　実施設計）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字稲童

　水路管理者である水利組合及び区長より、現在、土水路が設けられて
おり耕作としての用水及び排水に苦慮し、水路勾配が急であるため雨水
の排水機能に乏しいため、農作業にも影響するとして、工事の要望があ
り、当市において工事時期を検討したところ、早急に水路整備を実施す
る必要があると判断し、当該工事に係る実施設計を実施したものであ
る。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施する
ことにより、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、築城飛行場周
辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるものである。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式（平成25年度）
　

　平成25年度から平成26年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　水路整備が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできな
いが、設計の内容に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

8,287,000 12,912,000 5,000,000 15,000,000 30,000,000 71,199,000

交付金額 8,287,000 12,912,000 4,900,000 13,500,000 27,000,000 66,599,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　平成24年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、
用地取得及び物件補償に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式（平成２４年度）
　用地買収・補償　用地買収Ａ＝1,714㎡　補償　N=2件　(平成２５年度)
　

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：九衛門・前田線）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字稲童

　市道九衛門・前田線は、道路幅員が平均W=2.0m程度と狭く車両同士の
離合が困難であることや、緊急車両の通行に支障を来たしていることか
ら、地域住民より拡幅の要望が上がっている。
　当市において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要
があると判断し、当該工事に係る用地買収・物件補償を実施したもので
ある。
　次年度以降、調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民
の生活基盤の整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させ
るものである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

(単位:千円)
23年度
まで

24年度 25年度 26年度
予定

計

円 円 円 円 円

21,360,000 12,140,250 9,112,000 18,000,000 60,612,250

交付金額 21,276,000 11,925,000 9,100,000 17,200,000 59,501,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

測量設計委託業務　延長Ｌ＝300.0ｍ（平成２２～２３年度）
用地買収・補償　　面積Ａ＝835.0㎡　N=6件（平成２３～２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝85.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝67.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５年度）

　平成２２年度から平成２６年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良が実施された
ことから、地域住民より「以前より離合が容易になった」「児童の通学安全性
が確保された」との意見が寄せられた。従って、これら交通施設の一部が改善
されたことで、地域住民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　市道国道10号・東徳永線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合
が困難であることや緊急車両の通行に支障を来たしていること、また、十分な
歩行空間が確保されておらず、児童の通学の安全性に支障を来たしていること
から、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があった。当市において工事時期を
検討したところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、道路改良工事を
実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を
図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（交通施設：国道10号・東徳永線）整備事
業

行橋市

福岡県行橋市大字道場寺

fk0225
テキストボックス
寄与することができた。




付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度 計

円 円 円 円 円 円

13,955,000 6,317,750 20,272,750

交付金額 13,915,000 6,200,000 20,115,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度から平成25年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了しているが、梅雨時期を迎えていないため、整備効果は検
証できていないが、今年度以降大雨時に道路面の冠水が無くなることが
期待される。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

測量設計委託　L=155.5m(平成２４年度)
排水路改良工事　延長Ｌ＝105.5ｍ(平成２４年度)
排水路改良工事　延長Ｌ＝50.5ｍ(平成２５年度)

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設
（交通施設：新田原駅前団地15号線）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字道場寺

　市道新田原駅前団地15号線の地域住民より、排水路が断面不足のた
め、降雨時に道路面に溢水すること、又、一部民地内を通過するため、
管理上不都合な面があることから、工事の要望があり、当市において工
事時期を検討したところ、早急に水路整備を実施する必要があると判断
し、工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、築城飛行場場周辺の安定的使用に寄与させるもの
である。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度 計

円 円 円 円 円 円

9,082,500 9,082,500

交付金額 9,000,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　機動力が向上し、安全性と作業能率の向上が図られ、周知地域の衛生的な生
活環境の保持に寄与することができた。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：塵芥車）整備事業

行橋市

行橋市東大橋五丁目２６番１号

　ごみ収集は衛生的な生活環境の保持に努めるために迅速に行わなけれ
ばならないが経年的損傷により作業能率が著しく低下している車輌もあ
り、収集作業に支障をきたしている状況にある。したがって、作業能率
が低下している収集車（15年式3.0ｔ）１台を廃車し、新たに交付金に
より購入事業を実施することにより、作業効率の向上及び安全性の確保
を図るとともに、車体に調整交付金事業であることを表示して周知を図
り、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

ごみ収集車　3.0ｔ積回転ダンプ排出方式（5.8㎥）購入　１台

平成２５年度



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度
26年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

2,199,000 9,500,000 16,179,000

交付金額 2,199,000 9,500,000 16,179,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

 　物件調査　N=３件・実施設計　一式（平成25年度）
　

　平成25年度から平成26年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　水路整備が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできな
いが、設計の内容に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 竹並地区
水路　物件調査・実施設計）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市南泉六丁目

　水路管理者である水利組合及び区長から、現状、コンクリート水路
（三面張）が設けられているが、上流・下流と比べ水路幅が狭く、用排
水の流出が多く、耕作としての用水及び排水に苦慮していることから、
工事の要望があり、当市は早急に水路整備を実施する必要があると判断
し、当該工事に係る物件調査及び実施設計を実施したものである。
　次年度以降、当該物件調査及び実施設計を基に、調整交付金事業で物
件補償及び工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を図
るとともに、築城飛行場周辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるもの
である。
 
    
 
 
 
 
 
 



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２５年度 計

円 円 円 円 円 円

4,449,900 4,449,900

交付金額 3,500,000 3,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　築城飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：竹並地区防火水槽）整備事業

　行橋市

　行橋市南泉六丁目８６番３

　今回、防火水槽を設置する竹並地区は、当市の南部に位置し、同地区の消防
水利は、水道整備がされておらず、ため池や農業用水に依存しているところで
あります。また設置予定場所の付近に釜割りの池がございますが、高低差があ
り、消防車両の接近が困難なため、消防用水利としては使用できない状況であ
るために有効な消防用水利が確保されておらず、地域住民に大きな不安を与え
ております。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金の交付をいただき防火水槽を設置すること
は、消防水利の確保を図るとともに地域住民の不安を払拭し基地周辺の民生の
安定に資するものであります。

　防火水槽　Ⅰ型　４０ｔ　１基

　平成２５年度

　無

　今後とも消防水利の十分でない地域住民の理解を得ながら事業を実施
します。

　防火水槽新設工事が完了したことで、警防力の補強がなされ、安全安
心な街づくりを目指す一歩となり、地域住民の安全確保にも寄与するこ
とができました。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 25年度 計

円 円 円 円 円 円

3,501,000 2,154,000 6,505,000 15,661,000

交付金額 3,501,000 2,154,000 6,505,000 15,661,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式・用地買収　A=377.77㎡（平成24年度以前）
　用地買収　A=358.15㎡・改良工事　延長L=275.0m、幅員W=4.0m（平成
25年度）

　平成23年度から平成25年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　周辺地権者より「以前より大型機械の進入が容易になった」との意見
が寄せられた。従って、農道が整備されたことで、農業生産の増大と農
業経営の安定に寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 長井３地
区農道）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字長井

　周辺地権者や区長より、農道に砂利舗装がされておらず降雨時には農
道が荒れ耕作機械が通れないため、また、幅員が狭隘により車両同士の
離合が困難なため、道路を砂利舗装し、幅員を拡幅して欲しいとの要望
があり、当市において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施す
る必要があると判断し、農道整備を実施したものである。
　調整交付金事業で農道を整備することにより、大型機械の進入を容易
にし、農業生産の増大と農業経営の安定を図るとともに、築城飛行場周
辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるものである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

6,440,000 4,918,000 10,600,000 15,000,000 30,000,000 66,958,000

交付金額 6,440,000 4,918,000 9,700,000 13,500,000 27,000,000 61,558,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　平成23年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、用地取得に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式（平成２３年度）
　用地・補償　用地買収Ａ＝878㎡　(平成２５年度)
　

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：東徳永2号線）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字東徳永

　市道東徳永2号線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士離合が
困難であることから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当市
において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要がある
と判断し、当該工事に係る用地取得を実施したものである。
　次年度以降も継続して用地取得・物件補償を実施し、それらが完了
後、調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤
の整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

6,440,000 6,073,000 24,000,000 30,000,000 40,000,000 106,513,000

交付金額 6,440,000 6,073,000 23,000,000 29,000,000 38,000,000 102,513,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　平成24年度から平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、
用地取得及び物件補償に対しても地元の理解を円滑に得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式（平成２４年度）
　用地・補償　用地買収Ａ＝489㎡　補償 N=2件　(平成２５年度)
　

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：東徳永5号線）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字東徳永

　市道東徳永5号線の地域住民より、幅員が狭隘により緊急車両等の通
行が困難であることから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、
当市において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要が
あると判断し、当該工事に係る用地取得・物件補償を実施したものであ
る。
　次年度以降も継続して用地取得・物件補償を実施し、それらが完了
後、調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤
の整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度
26年度
予定

27年度
予定

28年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

6,440,000 3,374,600 24,000,000 30,000,000 40,000,000 103,814,600

交付金額 6,440,000 3,374,000 23,000,000 29,000,000 38,000,000 99,814,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度から平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、物件調査委託を通じて、地域住民を個別に訪問することで、地域住
民の理解を得る事が出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式（平成２４年度）
　物件調査委託　一式（平成２５年度）
　用地・補償　用地買収Ａ＝489㎡　補償 N=2件　(平成２５年度)
　

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：東徳永5号線外１）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字東徳永

　市道東徳永5号線の地域住民より、幅員が狭隘により緊急車両等の通
行が困難であることから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、
当市において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要が
あると判断し、当該工事に係る物件調査委託を実施したものである。
　次年度以降、用地取得・物件補償を実施し、それらが完了後、調整交
付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を図
るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度 26年度 27年度 28年度 計

円 円 円 円 円 円

17,955,000 13,392,000 13,392,000 13,392,000 58,131,000

交付金額 17,955,000 13,392,000 13,392,000 13,392,000 58,131,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：配送車）整備事業

行橋市

行橋市東大橋６丁目８番１号

　防災食育センターにおいて、災害時はセンターを食料供給の拠点と
し、米の炊き出しや汁物等を調理し食育多目的室で食料を詰め、配送車
で避難所に配給し、平常時は市内小中学校（小学校１１校、中学校６
校）に安全・安心な給食を配給するため、交付金により購入事業を実施
することにより、作業効率の向上及び安全性の確保を図るとともに、車
体に調整交付金事業であることを表示して周知を図り、築城飛行場の安
定的使用に寄与させるものである。

配送車（3.0ｔ トラック）購入　３台

平成２５年度から平成２８年度まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　現在、配送車（2.0ｔトラック）を所有しているが、3.0ｔトラックの配送車
を購入したことにより配送体制が整ったことから、災害時はより多くの食料を
避難所に配給できる。また、平常時は市内小中学校に安全・安心な給食を効率
よく配給することもでき、周辺地域の安全性の向上と安心な生活環境の確保に
寄与することができた。

無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度
26年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

4,762,000 12,146,000 5,100,000 22,008,000

交付金額 4,762,000 12,146,000 5,100,000 22,008,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 平島２地
区農道）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市泉中央６丁目

　本地区は、周辺地権者や区長より、現状、農道がなく、田越しで耕作
しており、隣接地を通らなければ耕作機械が通れないため農道を整備し
て欲しいとの要望があり、当市において工事時期を検討したところ、早
急に整備を実施する必要があると判断し、農道整備を実施したものであ
る。
　調整交付金事業で農道を整備することにより、大型機械の進入を容易
にし、農業生産の増大と農業経営の安定を図るとともに、築城飛行場周
辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるものである。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式（平成24年度）
　用地買収　A=845.28㎡・改良工事　延長L=134.5m（平成25年度）
　

　平成24年度から平成26年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　周辺地権者より「以前より大型機械の進入が容易になった」との意見
が寄せられた。従って、農道が整備されたことで、農業生産の増大と農
業経営の安定に寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名 　築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：防犯灯）整備事業

補 助 事 業 者 名 　行橋市

実 施 場 所 　行橋市　仲津校区ほか

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容 　防犯灯新設・取替工事（新設５２灯、取替１４４灯）

補助事業の始期及び終期 　昭和５１年度から平成２７年度まで

２３年度
まで

２４年度 ２５年度
２６年度
予定

２７年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

84,742,000 6,589,800 6,607,650 7,500,000 7,500,000 112,939,450

交付金額 84,086,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 110,086,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

 設置及び点灯開始時期について、従来よりも1ヶ月程度早く実施するこ
とができた。来年度以降についても申請・施工等の手続きに遅滞ないよ
う、より速やかに計画を実施していく。

　新設箇所については、設置により、危険箇所が減り、防犯及び交通等
の安全に寄与している。取替についても、以前に比べ明るくなったこと
により、見通しがよくなり安全性が向上するとともに、省電力化により
地元自治会の電気代負担の軽減に役立っている。

　市内の各自治会からの要望に基づき防犯灯を設置し、夜間の防犯及び
交通等の安全向上に資するため。また、既設の蛍光灯の防犯灯をLED照
明に取り替えることにより、安全能力の向上とともに省電力化を図る。
調整交付金を充当することで計画的な整備を行い、地域の生活基盤を整
備すると共に地域住民に防衛省の交付金を活用したことを周知し、築城
飛行場の安定的使用に寄与させるものである。


